
128

近世

江
戸
時
代
初
期
、
九
州
の
有
田
で
開
始
さ

れ
た
磁
器
の
国
内
生
産
は
、
約
四
○
年
後
に

は
加
賀
地
方
へ
も
伝
え
ら
れ
「
九
谷
窯
」
の

開
窯
と
な
っ
た
。

大
聖
寺
川
の
上
流
に
所
在
す
る
登
窯
は
、

発
掘
調
査
で
「
明
暦
貳
歳
（
一
六
五
六
）
／

い
ろ
み

八
月
／
九
谷
」
銘
の
色
見
に
加
え
て
、
色
絵

磁
器
や
素
地
の
白
磁
製
品
が
出
土
し
た
こ
と

か
ら
、
色
絵
磁
器
の
製
造
を
目
的
し
た
築
窯

と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
隣
接
す
る
江
戸

時
代
後
期
の
吉
田
屋
窯
は
、
九
谷
で
行
わ
れ

た
陶
業
を
再
興
す
る
形
で
開
設
さ
れ
た
窯
場

で
あ
っ
た
。

そ
の
江
戸
後
期
、
加
賀
藩
で
は
経
済
的
な

行
詰
ま
り
を
打
開
す
る
た
め
、
殖
産
興
業
を

奨
励
し
、
金
沢
の
春
日
山
窯
を
藩
窯
と
し
て

開
い
た
。
ま
た
こ
れ
を
発
端
に
、
加
賀
の
各

地
で
は
次
々
と
新
し
い
窯
場
が
開
設
さ
れ
、

再
興
九
谷
の
生
産

34

連房式登窯の基礎（八幡若杉窯跡） 古墳の斜面を利用した階段状の登窯で、全長約15ｍを測る。若杉
から当地へ移転した時に構築された窯で、手前に燃焼室（胴木間）を置き、房と呼ばれた焼成室が5室ほ
ど続いていたとみられる。
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近

世
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幕
末
、
明
治
と
発
展
す
る
な
か
で
、
色
絵
装

飾
が
華
や
か
な
九
谷
焼
の
陶
芸
世
界
が
形
成

さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
九
谷
焼
発
展
の
な
か
、
江
戸
前
期
の

「
古
九
谷
」
に
対
し
て
、
江
戸
後
期
に
稼
働

し
た
金
沢
の
春
日
山
窯
や
民
山
窯
、
能
美
郡

の
若
杉
窯
・
小
野
窯
・
蓮
代
寺
窯
、
江
沼
郡

の
吉
田
屋
窯
・
宮
本
屋
窯
・
松
山
窯
な
ど
の

諸
窯
を
「
再
興
九
谷
」
と
総
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
の
若
杉
窯
は
、
若
杉
村
の
林
八
兵
衛
が
、

春
日
山
窯
の
陶
工
の
本
多
貞
吉
を
招
き
、
文

化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
開
窯
し
た
も
の
で

あ
る
。
藩
の
若
杉
陶
器
所
と
な
っ
て
か
ら
、

火
災
を
契
機
に
八
幡
地
内
へ
移
転
し
、
文
政

の
頃
に
は
加
賀
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
金
沢
の

商
人
橋
本
屋
安
右
衛
門
に
管
理
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
小
松
の
松
屋
菊
三
郎
が
は
じ
め
た
蓮

代
寺
窯
に
は
、
粟
生
屋
源
右
衛
門
も
加
わ
り
、

白
磁
に
五
彩
の
絵
付
け
を
施
し
た
製
品
を
完

成
さ
せ
た
こ
と
で
、
明
治
期
に
発
展
し
た
九

谷
焼
の
基
盤
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
再
興
九
谷
の
窯
場
が
能
美
郡
の
丘

陵
地
に
多
く
開
設
さ
れ
た
の
は
、
花
坂
村
で

良
質
な
陶
石
が
発
見
さ
れ
こ
と
に
加
え
て
、

瓦
生
産
を
担
う
職
人
を
含
め
、
窯
業
生
産
に

適
し
た
環
境
が
整
っ
て
い
た
こ
と
に
因
る
も

の
で
あ
る
。

（
垣
内
光
次
郎
）

34

ものはら

再興九谷焼の物原（八幡若杉窯跡） 物原とは窯業生産の欠損品などを捨てた場所を云う。焼成に失敗した再興九谷
の器物は、登窯の斜面に厚く堆積し「ちゃわんやま」と呼ばれていた。

天保三年の在銘陶器 八幡の窯跡では文政7年
（1824）銘の出土品から、開窯の時期が古くなった。写
真の陶器には、窯を管理した「橋本屋安右衛門」の名前が
みえる。

（写真の提供、対象物の所蔵は石川県埋蔵文化財センター）

窯跡の調査風景（蓮代寺窯跡） 蓮代寺町に残る「ちゃわんやま」の調査では、窯
道具や素焼き品が出土したことから、再興九谷の蓮代寺窯はこの近くに所在した
とみらている。
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